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おれが事務所に着いたのは三時五分前。これでもなるべく早く行動したつもりだった。だが、依頼人はおれよりも先に到着していた。ビルの通路のドアの前にたたずむ中年女性。たぶん、四十代前半だろう。わりと整った顔立ちだ。美人と言ってもいい。高価そうな白のスーツに身を包んでいる。
「すいません。お待たせしました」
おれが声をかけると、それまで眉間に皺を寄せていた女はぱっと明るい笑顔になった。育ちのよさそうな笑顔だ。たぶん、ほんとに育ちがいいんだろう。
「堀江雅人と言います。榊原玲子さんですね?」
「はい」
女は返事をして手を差し出す。成り行き上、握手をせざるを得なかった。おれの指は、女のそれのように爪が長い。マニキュアをするためだ。だが、女はそれを見ても何も言わなかった。
「どうぞ、中へお入りください」
ドアの鍵を開け、女を招じ入れる。ソファに座らせ、おれはお茶を用意しはじめた。奈緒美がいたら彼女にやらせるのだが、あいにく彼女は秋物の新作の仕上げで忙しかった。
女の前に冷たい麦茶のグラスを置き、彼女の正面に腰を掛ける。
そして、にっこりしてみせる。まずは笑顔だ。緊張していては、なかなか話を引き出しにくい。
「お話はアシスタントから聞きました。旦那様のことですね?」
「はい」
玲子はうつむいたまま首を縦に振る。
「詳しいことをお伺いできませんでしょうか」
彼女はいったん困ったような顔になり、それから決心したような表情を浮かべると一気に喋りはじめた。
「気がついたのは一ケ月ほど前です。夫が帰宅したときに上着を脱がせるのですが、それに長い髪の毛が一本付着していたのです」
「ほう」
取り立てて珍しい話ではない。だが、相槌を打たなければ間が持たない。話している本人は真剣だろう。そりゃもう、藁をもすがる思いに違いない。
「そのときは、確かにちょっと、おやっと思ったのですが、さして疑問にも思いませんでした。もちろん、夫にそのことを言ったりしませんでした。しかし、その一週間後にも、上着に長い髪の毛が付着していたのです」
「わかりました。ほかには?」
玲子が顔を上げておれを見つめる。たぶん、頭の中は疑問符だらけだ。
「ほか、と申しますと?」
鈍い女だなあ。ていうか、やっぱり育ちがいいせいなのか。
「つまり、旦那様の浮気の兆候となるような出来事ですが」
おれはそう言ってにっこりしてみせた。
「いいえ、他にはありません」
玲子は再び下を向く。
兆候は髪の毛だけか。でも、それだけで十分に疑うだけの条件は満たすかもしれない。少なくとも、玲子当人は内心穏やかではないだろう。何しろ、二週連続で長い髪の毛に遭遇しちまったんだから。しかし、まだたった一ケ月ではそれしか兆候はないのだろう。もう少し時間が経っていたら、別のかたちでぼろを出していたかもしれない。
いずれにせよ、そんなに難しい案件ではない。張り込みと尾行でしっぽを捕まえられるだろう。こりゃ、女装する必要もないようだな。
つまらない案件だ。
「ここにいらっしゃったことを、誰かに知られませんでしたか?」
おれは訊いた。
玲子は数秒の間首を傾げて考え込む。
「使用人にはデパートに行くと言って出てきました。夫は今日はゴルフで、夜は飲み会があるので帰宅は遅くなります。ここへお伺いしたことは、誰も知らないと思います」
「そうですか」
「お受けしていただけるのですか?」
おれは男としてできるだけの最高の笑みを顔に浮かべた。
「お任せ下さい。明日からでも調査を開始します」
玲子がぱっと笑顔に変わる。おれは彼女の旦那の名前とおおよその外見、勤務先などを聞き出した。そして、調査にかかる費用を提示する。彼女は眉ひとつ動かさなかった。相当裕福なんだろう。
「小説指南」12月リリースのご案内
栗林元
私はプライベートコーチサービスの「サイタ」にて「小説指南」という創作講座を担当している。小説を書こうと志す方たちにマンツーマンで指導をしているのだ。
ここで、私は「講師ブログ」を執筆している。小説創作のための「執筆技術」と同時に物語の着想をストーリーに膨らませていくコツや、作家としての視点などをアドバイスしていて、これがかなり反響を呼んでいる。
そこで、1年分55講座を加筆再構成して電子書籍(Kindle版)としてリリースすることにした。
本年12月下旬を予定している。今回、「北極大陸」の紙上をお借りして、その片鱗をお読みいただくことにした。いずれも最近の話題である。
小説指南https://cyta.jp/novel/s/shousetushinan/
小説もまた話芸である(2015/06/27)
芸人・又吉直樹さんの「火花」を読了。久しぶりにしっかりした職業小説を読んで満足した。作品は正統派の小説で、感心したのはしっかりとした描写力だ。
冒頭、熱海の花火大会のイベントでの営業で、地元老人会のカラオケが押して、花火が始まった中で漫才の舞台を勤める新人芸人の心や、彼に「かたきとったる」と言って舞台に上がる先輩の神谷さんの姿など、このシーンでぐいぐいと作品に引き寄せられた。
実際のリアルな芸人生活から得られた体験を、しっかりとした描写で語る力に感心した。
芸に向き合う若者の一直線で不器用なところは、誰もが抱えたことのある気持ちの延長線上にあり共感できる。
漫才・落語といった話芸は観客の反応を観ながら舞台をかさねてブラッシュアップされる。それは作者自身という最強の読者の推敲を重ねて作られる小説の執筆過程と同じである。
又吉さんの小説を読んで、「話す」と「書く」の違いはあれども、小説もまた「話芸」であると改めて気づかされた。
「マッド・マックス・怒りのデスロード」に見る作品の同時代性とは(2015/06/30)
「マッド・マックス」シリーズは一九七九年の第一作から一九八五年の第三作まで、近未来の荒廃した地球を舞台にカーアクションを中心にすえた活劇映画である。特に第二作は、「モヒカン頭の暴走族」、「アイスホッケーのフェイスガードの悪の帝王」、「フットボールのプロテクターを鎧風に使った戦士の衣装」、「凶暴なデザインの改造車」など、その後のディストピア物語の原型となる数々のアイテムを生み出した物語で、マンガ「北斗の拳」を代表とするエピゴーネンをうんざりするほど生み出した。見た者にそれだけ衝撃を与え、アクション映画に革命を起こした作品だったのだ。
「マッド・マックス・怒りのデスロード」は監督ジョージ・ミラーが三十年ぶりに公開する第四作だ。今回は、この作品と旧作を比較して、以前も語った「同時代性」を出すために監督ジョージ・ミラーがどのように物語を作ったかを具体的に考えてみる。
今回の世界は、全作よりもさらに荒廃の進んだ核戦争後の世界である。第二作ではガソリン、第三作ではメタンガスで作る電気が支配構造を形作る戦略物資なのだが、今回はそれが水である。さらに大半の登場人物が放射能等の障害を持っていて短命である。女たちは子供を産む道具であり、乳を出す資源でもある。第二作の冒頭には暴走族にレイプされる女のシーンがあるが、デスロードでは女は性欲の対象ですらないほど世界の荒廃が進んでいるのだ。
冒頭、イモータル・ジョーにとらわれたマックスは健康な血を供給する生きた輸血袋にされるぐらい、人間はモノなのである。
第二作の敵は、暴力で支配する暴走族ヒューマンガス。第三作では、秩序のためには恐怖政治も厭わない統治者アウンティ。今回は、死後の栄光を約束するカルト的宗教支配者イモータル・ジョーだ。配下のウオーボーイズは、勇敢な死に様を競い合うような連中で、まさにこれはイスラム原理主義のテロリスト集団を思わせる。
第二作でマックスが守ることになるのは、自由と安全を求めて旅立つコミュニティーで「女、子供、家族」という自由や平和を象徴する者たち。第三作では、「知識、子供」という未来への希望を象徴する者たちだった。今回は、「抑圧された女たち」である。フェミニズムなどで語る者もいようが、彼女たちはもっと大きな「人間の尊厳」「再生のための希望」を象徴する者だ。
前半の砂嵐の後、マックスが初めてフェリオサと彼女が逃がそうとする女たちと出会うシーンの美しさはどうだ。守らなければ壊されてしまうほど弱くてはかないが、それだけに大切な「人間の尊厳、再生の希望」に他ならない。
全作までは、「逃げ切る」ことがクエストの完了だったが、今回は、水のある場所を「奪い返す」ことがクエストの完了になっている。またカルトの教祖の化けの皮をはぐというのもあるだろう。
全編を疾走する活劇にするための設定とストーリーだが、現代に再生するにふさわしい工夫が込められている。さらにエピゴーネンに真似られて手垢の付いた造形(モヒカン、フェイスガードなど)は一切出てこない。改造車のイカレっぷりはさらにパワーアップしている。
ここで気がついた。ジョージ・ミラーは全作と同じ「物語」ではなく、全作と同じ「驚き」を作りたかったのだと。そして、これこそ私たち前作のファンが待ち望んでいたことなのだ。ネットを駆け巡る作品の感想が、ほぼ称賛一色なのはそのためなのだ。
宇宙キッドの作り方
murbo
アイアンライノ ブラック【IRON RINOCEROS BLACK】
アイアンライノは宇宙魔人ゴースが作り出した犀をベースにしたアイアンモンスター。無限の力を発生させる青い剣と呼ばれる宝石を顔のソケットに組み込むと、全身が白く発光する。
元になった犀は密猟者によって角を失い、体も傷ついていたことで、アイアンモンスター化した状態もそれが反映されている。
通常武器として超音波衝角、両肩の対空光粒子砲、腰のミサイルランチャーに搭載したロボットミサイルを装備している。ロボットミサイルはアイアンエイリアンのものと同型だが、レーザー砲は省略され、重力下での仕様になっている。対空光粒子砲はジャンプすら出来ない、重量級のアイアンライノの手薄になる上空からの攻撃に対応するための装備だが、水平射撃も当然可能で、結果として主砲のような扱いをしている。
額の超音波衝角は目標に体当たりする時だけでなく、出力を最大にする事で正面のバリアとすることができる。
走行速度は76km/hと21世紀初頭の戦車並はあるものの、旋回半径が大きく、機動力に欠けるために防御を重視した装甲になっている。しかし、地球上での発熱問題には依然対応に苦慮してるようで、分厚い装甲を分割することで排熱している。
全長/13m 重量/8.5t 武装/超音波衝角x1、50mm対空光粒子砲x4、ロボットミサイルx6
アイアンライノ ホワイト【IRON RINOCEROS WHITE】
アイアンライノに青い剣を組み込み、その作業を行ったアイアンバットを融合した状態。黒い装甲は乳白色に変色し、常時白く発光している。アイアンバットの羽が背中につき、飛行の能力を確保している。青い剣をエネルギーと能力で無敵の力を発揮するものの、強力なパワーを制御できず自爆している。
全長/13m 重量/8.5t 武装/超音波衝角x1、50mm対空光粒子砲x4、ロボットミサイルx6、青い剣の衝角x1
青い剣 BLUE EMERALD 2
宇宙キッドの蘇生作業が続くSSLでは、かねてから宇宙からの未確認生物などについての調査研究も続行していた。その別部隊がアイアンライノの日本上陸を確認する。しかし、未確認生物などのとの交戦することは考えられていなかった。
その中で宇宙キッドの蘇生に成功し、宇宙キッドはゴースや銀河パトロールについて話し、アイアンモンスターを倒すことを申し出る。
ヴァルターXiに格納されていた一人用ジェットボードを取り出し、一人出撃する。
35mm対空砲で63式戦車を破壊し街を壊すアイアンライノ。戦車大隊に囲まれ、主砲の十字砲火を受ける。その瞬間、アイアンライノの青い剣が光だし、周囲の建物と一緒に63式戦車を擁する第三中隊を焼き尽くし、火の海にした。
焦土となった街に宇宙キッドが飛来し、宇宙銃で迎え撃つ。
しかし、レーザー光線はやや外れたにも関わらず、曲げられ、アイアンライノに吸収されてしまった。あきらめずに旋回して低空から左後方側面から脚を狙って宇宙銃を連射するが、これも当たる直前に捻じ曲げられ、青い剣が吸収してしまった。
肩の対空砲を乱射しながら宇宙キッドに対峙し、青い剣から刃物のような光と電撃を放つ。
光の速さはよけることが出来ず、宇宙キッドの顔面に直撃、ヘルメットのバイザーを叩き割る。バイザーの青い剣おかげで怪我はなかったが、その衝撃は大きく、ダイザーベースから投げ出されてしまった。
コントロールを失ったダイザーベースは墜落する。
宇宙キッドは打つ手がなく、追い詰められる。残っていた第三中隊がアイアンライノの側面から主砲を向けるが当然の様に気付かれ、腰のグリッドを撃ち込まれて大破する。
宇宙キッドはこの状況を利用して、一旦建物の陰に隠れる。そして宇宙銃の出力を最大にし、敵が向かってくるのを待つ。宇宙キッドを見つけ、こちらに向かってくるアイアンライノの目の前に立ち、宇宙銃を連射する。全ての光線は青い剣に収束、吸収されていく。やがてアイアンライノは全身が光だし、吸収したエネルギーの増大に耐えきれなくなって爆散した。
アイアンライノは跡形もなく消えるも、青い剣はその場に転がり、色も輝きも無くなり、ただの石になっていた。
SSLに戻った宇宙キッドは研究所の人達と共にゴースとアイアンモンスターを倒すことを誓った。
END
既刊本紹介
弾射音既刊本
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。
「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。
「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。
「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。
「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE
今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。
「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか?
「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか?
「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22
理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8
ぱおにゃん? 弾射音ショートショート集Vol.2
暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん!」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう?……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録。本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78
デイズ・オヴ・ホミサイド
どうして人を殺すのが悪いことかわからないって? じゃあ、こんな話はどうだ?……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA
彼女の手の中のバービー
彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく--美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ
レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。
いどぅるが手許にないのだ。
人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。
そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。
ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。
行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。
そんなとき、少女・ナオミが現れる。
彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。
はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか?
夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0
A FUNNY STORY OF A SAD STORY
Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world?
This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).
http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE
HAPPY ENDING and MIAI
This book contains two love stories that occurred in Japan.
“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her?
“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS
パッチワールド
人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E
栗林元既刊本
神様の立候補/ヒーローで行こう!
平成二年の第三十九回の衆議院総選挙を舞台にした作品。主人公・西本は地方新聞・東海新聞の専属広告会社の営業。彼に下された使命は、泡沫候補の新聞用選挙広告を法定回数五回分を全て東海新聞の扱いで獲得すること。選挙広告の扱い件数は新聞の信頼度を計るバロメーター、他紙の専属広告会社も黙ってはいない。さらに問題が一つ。その候補者は、「龍神様のお告げで立候補を決意した」というおばあちゃんだったのだ。西本は無事に扱いを獲得できるのか? そんな新聞広告の内側をユーモアたっぷりに描いた作品。この作品は、平成三年三月の「第二回ビジネスストーリー大賞」(テレビ東京主催・日本経済新聞社後援)で佳作入選した小説に加筆したもので、今回が初公開。
もう一編の「ヒーローで行こう」は平成十四年の作品。ツイッター登場の四年前、地方都市に住む四人のオタク中年が、ひょんなきっかけから正義の味方をすることになる物語。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00IB9F4OE
1988 獣の歌/他1編
気がつくと、「獣」は新生児の心の中にいた。しかも、今まさに殺されようという瞬間だった。
間一髪、肉体から抜け出した獣は、一人の少女の心に飛び込んでいた。しかし、無理な跳躍で、多くの記憶を喪失してしまう。
人の心から心へ、性行為を媒介にして移動する獣。肉体もなく、意識の中に隠れ住む獣。
その知性は人より神に近く、その特性は、人より獣に近い「私」を語り手に、人の心に秘めた悲しみと欲望を赤裸々に描く。
私(獣)とは一体何者なのか。何のために人から人へと移動するのか。そしてどこへ行こうというのだろうか。異色のエロティックSFホラー。
他に、ハードボイルドミステリースタイルの官能小説「探偵・隆」を収録。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00KK5I61U
盂蘭盆会●●●参り(うらぼんえふせじまいり)他2編
「盂蘭盆会●●●参り(うらぼんえふせじまいり)」
18歳を目前にしたお盆の夕食で、仁は 「明日のお参りにはお前も来なさい」と、父から告げられる。同じクラスの中にも、もう「お参り」をしている者が何人かいた。話によれば長男は兄弟の中でも比較的早く「お参り」に連れていかれるのだという。果たしてそのお参りとはどのようなものなのか。
「毛布の下」
少年時代の夏休み、あの空き地の廃屋で見た腐った毛布の下にあったのは、噂の通り、殺された少年の死体だったのだろうか。
「尋ね人」
週一回のペースで、1年近く掲載され続けている尋ね人広告。事故死した前任者の葬儀で出会った美しい母娘に秘められた悲しい宿命が、広告マン西本を翻弄する。
1990年代から2000年代前半にかけて書いた「奇妙な味」系の作品を集めた作品集である。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00NCD05MK
murbo既刊本
宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80
宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ
戦え!宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG
編集後記
栗林 元/E-PUBだとやっぱり見た目が寂しいですね。PDFの時のmurboさんのセンスを改めて再認識しました。
murbo/絵以外のグラフィックが皆無ですからね。そのあたりは仕方がないかなと。
栗林 元/写真関係のコンテンツ書かれる方とかいるといいですよね。スポット探訪ルポだったり。
murbo/そうですね、図版の多い新書と思うとやる気出るかも。
栗林 元/レトロ物件とか、産業遺跡とか、珍百景モノっていうんですかね。所謂トワイライトゾーンのルポとか。
回数重ねて、最終的には一冊の電子書籍としてリリース的な運び。
murbo/そういった図版の補完する力が強い内容だと効果ありますね。ただ、図版のサイズがどうしていいやら自分なりの答え出てないです。
栗林 元/今、準備している「小説指南」は横書きで行くことにしました。元コンテンツがBLOGの記事なので、横でも違和感ないだろうと考えました。まあ、縦書きのソースをスタイルシートに埋めるの面倒だというのもありますが。
murbo/組み方向は気になるところですが、EPUBは横組みかなと思います。デザインとしての良し悪しより、フォーマットが追いついていない感じなので。ルビも表示できたり出来なかったりですねぇ。KindleもEPUB表示できたらいいのに。
栗林 元/Kindleのmobi形式も結構独特ですからねえ。今回の入門書は「小説」ではないからいいやと。
murbo/Kindleがマイナーな存在であればよかったのですが。
栗林 元/いちおう電子書籍の最大手ですからねえ。ただ、KDPはありがたいです。少数とはいえ読者獲得してますから。
murbo/KDPは最初は面倒でしたがどんどん使いやすくなってきていますね。国内だとKADOKAWAが気になります。
栗林 元/KADOKAWAは、作品の募集でももうネットでフォームから投稿させてるみたいですね。ライトノベルなので、あまり意識はしませんでしたが、私が教えている生徒がそれで、ラノベデビューしてるそうです。
murbo/そうなんですか。コンテンツのシステム作りが上手いですね。
栗林 元/MFだったかなあ。オンラインで投稿させて優秀なものは紙の本まで作るというシステムで、それをソリューションとして提供しているエブリスタみたいな会社もあります。これも時代なのかな。
murbo/本は売れないといわれる割には、ラノベなど需要が高いから書き手をたくさん欲しいんですよね、そして書きたい人が結構いると。
栗林 元/ただ、ラノベの場合は大量に消費される作家になってしまうと埋もれてしまいますからねえ。何か抜きん出て光るものがないと。私の生徒さんがそれで私のところにアドバイスを求めに来ているわけです。
ここまで大量に作品が乱発されるとほぼすべてのパターンが出尽くしている。いかに自分独自のイノベーションを盛り込むかです。
今度リリースする入門書には、そういったノウハウも盛り込んでいるので、小説だけでなくゲームなども含んでストーリー型コンテンツの作家には参考になるかもしれないです。
murbo/書ける人に入門書のほうが必要だと思うので、書くきっかけになればいいですね。
北極大陸 第12号
発行/2015年11月1日
編集、レイアウト/murbo